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第１章 計画策定の目的と計画の位置づけ 

１ 計画策定の背景と目的 

美郷町は、平成１６年１１月に千畑町、六郷町、仙南村が合併し発足した町である。 

合併前は、民間事業者が運営する一般道路を走る乗合バス（以下「乗合バス」という。）

６路線と鉄道が走り、住民の生活交通手段として利用されていた。 

  しかし、乗合バスの利用者が減少し、平成１９年９月に採算のとれない路線の高畑荒

川線が廃止され、平成２０年３月に板見内線、湯の沢線が廃止されたことに伴い、公共

交通の走らない交通空白地域が拡大した。 

こうした状況を受けて町では、生活のための交通手段を維持、確保するため、平成２

０年２月に「美郷町地域公共交通活性化再生協議会」（以下「協議会」という。）を設置

した。 

協議会では、乗合バスの３路線廃止後の交通空白地域の交通手段の確保について検討

を行い、地域内交流の拡大、地販地消の推進、生活交通手段の維持及び乗合バス路線や

鉄道へのアクセス向上等を目的に、「美郷町地域公共交通総合連携計画」（以下「第１次

連携計画」という。）を策定、平成２０年度からは予約制乗合タクシー（以下「乗合タク

シー」という。）の試験運行を行い、翌年には、正式運行を開始した。また、平成２２年

１２月に第１次連携計画の見直しを行い、「第２次美郷町地域公共交通総合連携計画」を

策定、平成２５年９月には「第３次美郷町地域公共交通総合連携計画」を策定した。 

その後、少子化等に伴う公共交通の利用者の減少、高齢者による事故の増加などから、

公共交通を取巻く環境の変化等に対応しつつ、地域の実情に即した輸送サービスの向上

を目的に、平成２８年２月に「美郷町地域公共交通網形成計画」を策定、平成２８年４

月、平成３０年４月、令和３年４月に乗合タクシーの制度改正を行い、乗合タクシーの

利便性の向上に努めてきた。 

  今後は、乗合タクシーの適正な運行とともに、地域公共交通の課題への対策を様々な

交通手段や運行形態から総合的に検討していく必要がある。 

  このような背景のもと、美郷町における地域公共交通の課題を再整理するとともに、

課題解決と更なる活性化に向けて、「美郷町地域公共交通計画」を策定する。 
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２ 計画の位置づけ 

本計画は、総合計画で掲げる理念等を踏まえ、地域公共交通の活性化及び再生に関する

法律（平成１９年法律第５９号）に基づき策定する。 

（１）第３次美郷町総合計画（Ｒ４～Ｒ１１） 

本町の「第３次美郷町総合計画」（以下「総合計画」という。）では、まちづくりの

基本理念を「快適」「豊か」「安全・安心」「活力・賑わい」としたうえで、まちづくり

の将来像を「“美郷らしさ”を誇り、語りたくなるまち」とし、６つの基本目標を

掲げている。 

総合計画は、町の行財政運営を総合的かつ計画的に進めるため、各分野の個別計画

の最上位計画として位置付けている。 

＜図１ 総合計画と地域公共交通計画の関係＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この計画は、第３次美郷町総合計画に基づくまちづくりと一体となり、住

民の移動手段の維持・確保するため、地域内の交通手段の連携による公共交

通の構築を目指す。 

第３次美郷町総合計画 

【まちづくりの基本理念】 

「快適」 「豊か」 「安全・安心」 「活力・賑わい」 

美郷町地域公共交通計画 

【まちづくりの将来像】 

“美郷らしさ”を誇り、語りたくなるまち 

― ともにつくる未来の美郷 ― 

 

【基本目標】 

 

 

 

 

 

 

①快適で安心して暮らせるまち 

②健康で元気に暮らせるまち 

③豊かな心と人材を育てるまち 

④働く喜びと活力があふれるまち 

⑤賑わいで活気があふれるまち 

⑥質の高い行政経営を進めるまち 

◇『快適』 

生活環境の充実と安全安心

を確保することで、快適に暮ら

せるまちを目指します。 

 

◇『活力・賑わい』 

人と人とのふれあいで、人が

つながるまちをつくります。 
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（２）美郷町過疎地域持続的発展計画（Ｒ３～Ｒ７） 

   本町の個別計画の１つである過疎地域持続的発展計画では、「第５章 交通施設の整

備、交通手段の確保」で、次のように整理している。 

 

※計画より抜粋 

 

 

第５章 交通施設の整備、交通手段の確保 

 

１ 交通施設の整備、交通手段の確保の方針 

交通施設の整備については、地域の産業、経済、文化の振興を図り、地域間の交流・連携を

促進する必要不可欠な要素であることから、各種道路整備事業とネットワーク化に重点をおい

た道路交通網の整備を推進する。また、急速に進む高齢社会に対応した安全・安心な暮らしを

支えるため、緊急自動車の不通路線の調査と改善整備を実施し、生活交通の確保に努めるとと

もに冬期間の安全な交通を確保するため、効率的な除雪体制の構築と運用を推進する。 

交通手段の確保については、公共交通を取り巻く環境の変化等に対応しつつ、乗合バスや鉄

道、タクシー、乗合タクシー等の交通手段の連携より、地域の実情に即した輸送サービスの取

り組みを推進する。 

 

（２）交通手段の確保 

町内の公共交通は、生活バスと鉄道が地域に密着した重要な交通手段として位置づけられて

いる。生活バスについては、自家用車の普及等により利用者の減少が続き、平成 20 年３月まで

に町内６路線のうち３路線が廃止されたが、公共交通機関を主に利用している高齢者にとって、

生活バス路線の存続が必要である。また、本町では、公共交通空白地域への対応と生活バス路

線・鉄道などの既存公共交通機関までのアクセス手段として、予約制乗合タクシーを運行して

いるが、地域によっては利用率に差異があり、改善が必要である。 
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３ 計画区域   

計画区域は、美郷町全域とする。 

 
 
 

４ 計画期間 

  計画期間は、町総合計画との整合性を図るため令和４年度（２０２２年度）から 

令和８年度（２０２６年度）までの５年間とする。 

  なお、計画期間内にあっても、社会情勢の変化を踏まえ、必要に応じて計画の見直し

を行う。 

 

 

 

５ 協議機関 

  本計画の策定にあたっては、交通事業者、住民・利用者、行政等で構成する「美郷町

地域公共交通活性化再生協議会」において、地域公共交通の活性化及び再生に関する法

律（平成 19 年法律第 59 号）第 ７ 条第 １ 項の規定に基づき、公共交通計画の策定

及び実施に関し必要な協議を経て行った。 

なお、計画の見直しにあたっても、協議会を協議機関とする。 
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第２章 美郷町の地域と交通の現状 

１地域の現状 

（１）地勢・地理 

 本町は、平成１６年１１月１日に千畑町、六郷町、仙南村の２町１村が合併し、発足した。 

  秋田県南部に広がる仙北平野の南東部に位置し、東は奥羽山脈を境に岩手県西和賀郡、南は横

手市、北・西は大仙市にそれぞれ接している。 

  総面積は１６８.３２平方キロメートルで、東西に約１４キロメートル、南北に約２０キロメー

トルの広がりを持ち、標高４０メートルから５０メートルの発達した扇状地の扇端部にあって、

肥沃な土壌と豊富な水資源に恵まれた県内有数の穀倉地帯を形成している。冬期間の積雪は平均

で平野部が１５０センチメートル、山間部で２００センチメートルに達する場所もある豪雪地帯

である。 

南北に国道１３号、主要道路が走り、また、ＪＲ奥羽本線が通る飯詰駅、後三年駅があり、鉄

道や乗合バス等の公共交通が、住民や来訪者の目的地までの移動に欠かせない地域である。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横手市 

大仙市 

岩手県 

鉄 道 

国 道 
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（２）年齢３区分別人口の推移 

本町の人口は、平成２７年の国勢調査によると２０，２７９人であり、平成２２年の同調査と比

較すると５年間で１，３９４人減少（△６．４％）している。 

また、本町の将来人口は、国立社会保障・人口問題研究所の推計（平成３０年３月）によると、

令和７年には１７，１１４人（平成２７年比△１５．６％）、令和１２年には１５，５５９人（同

比△２３．３％）になるとされている。 

 

 

 

 ＜図 2-1 年齢３区分別人口の推移と推計グラフ＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

出典：平成２２年及び平成２７年は、国勢調査による実数値 

                     令和２年度から令和１２年までは、国立社会保障・人口問題研究所 

                     「日本の地域別将来推計人口（平成３０年３月推計）」による推計値  
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（人） 0～14歳 15～64歳 65歳以上
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（３）年齢３区分別人口構成比の推移 

本町の６５歳以上人口は、平成２７年の国勢調査によると３５．３％で、平成２２年から平成

２７年までの５年間で３．７％増加し、０歳から１４歳人口は０．６％減の１０．３％と、少子

高齢化が着実に進行している。 

また、本町の将来人口構成は、国立社会保障・人口問題研究所の推計（平成３０年３月）によ

ると、令和７年には０歳から１４歳人口が９．２％、６５歳以上人口が４７．８％で、令和１２

年には、８．８％、４５．１％となり、令和１２年の６５歳以上人口の割合は、平成２７年度比

で９．８％増加すると見込まれている。 

 
 
  ＜図 2-2 年齢３区分別人口構成比と推計グラフ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成２２年及び平成２７年は、国勢調査による実数値。 

                      令和２年度から令和１２年までは、国立社会保障・人口問題研究所 

                      「日本の地域別将来推計人口（平成３０年３月推計）」による推計値  
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1,019 841 706
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4,408
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（４）地区別（旧町村単位）の推移 

旧町村単位の各地区の高齢者の割合は、全町の約３割弱である。各地区ともに０歳～１４歳の

人口及び割合が減少している。一方、６５歳以上の人口及び割合は各地区ともに増加している。 

地区ごとの移動手段として、各地区ともに、自家用車が８割以上利用されている。また、公共

交通機関の利用状況は、鉄道は駅がある仙南地区の住民に、乗合バスは千畑地区、六郷地区の住

民に比較的多く利用されている。 
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出典：国勢調査 
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（５）町の公共施設の状況 

町内の中央部に位置する六郷地区に商店や医療機関が多く、北部に位置する千畑地区には役場、

南部に位置する仙南地区には公民館や総合体育館等の集客施設がある。 

小学校は各地区に１校の３校、中学校、高校は六郷地区に１校ずつある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：美郷町予約制乗合タクシー運行マップ 

本館コミュニティーセンター 

◉ 
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出典：平成２７年国勢調査 

（６）移動の状況 

①通勤先・通学先の状況（１５歳以上） 

就業者の通勤先は、町外への流出人口は４，９１０人、町外からの流入人口は２，２９６人と

なっている。 

通学先は、町外への流出人口は５３７人、町外からの流入人口は１５４人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 2-3 就業者の流出状況＞ 
＜図 2-4 就業者の流入状況＞ 

＜図 2-5 通学者の流出状況＞ ＜図 2-6 通学者の流入状況＞ 
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買い物先集計表
地域 回答数 割合

大仙市 9,295 69.0%
美郷町 1,861 13.8%
横手市 1,297 9.6%
秋田市 563 4.2%
湯沢市 64 0.5%
仙北市 31 0.2%
由利本荘市 14 0.1%
男鹿市 11 0.1%
五城ノ目 11 0.1%
潟上市 6 0.1%
井川町 6 0.1%
にかほ市 4 0.0%
東成瀬村 3 0.0%
八峰町 2 0.0%
羽後町 2 0.0%
大館市 1 0.0%
三種町 1 0.0%
大潟村 1 0.0%

県外 294 2.2%

合計 13,467 100.0%

自家用車

93%（90）

自転車

4%（4）

バイク

1%（1）

タクシー

1%（1）
未記入

1%（1）

回答数

②買い物先の状況 

秋田県買い物動向調査より、町内にもスーパーや小売店はあるが、隣接する大仙市には、大型

店や複合商業施設があり、買い物先となる割合が６９％と高く、町内を買い物先とする割合は、

１３．８％となっている。 

買い物先への移動手段は、自家用車が９３％を占め、公共交通機関（バス、鉄道、タクシー等）

の利用はわずかである。 

  

 

 

 

 

 

 

＜図２－７ 買い物先への移動手段＞ 

出典：平成２３年秋田県買い物動向調査 
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（７）観光の状況 

 国道１３号線沿いには町の観光拠点である「道の駅美郷」があり、代表的な観光名所として

は名水百選に選定されている「六郷湧水群」や、約２ha の広大な畑に町オリジナル品種であるホ

ワイトラベンダー「美郷雪華」を含め約２万株のラベンダーが植栽された「美郷町ラベンダー園」、

冬には秋田県重要無形民俗文化財に指定された「六郷のカマクラ」行事などがある。 

また、町内には３つの温泉があり、温泉施設に隣接された「雁の里ふれあいキャンプ場」はコ

ロナ禍においても利用者数を伸ばしており、令和元年度からは、山岳エリアを始めとしたアウト

ドアフィールドの整備に力をいれている。 

昨今では、国内屈指のアウトドアメーカー「モンベル」との包括連携協定締結や直営店の誘致、

「道の駅美郷」の大規模リノベーションなどアウトドアを始めとしたツーリズムの実施により観

光客の滞在時間延長を図り、町なかへの誘客を促すような取り組みを進めている。 

なお、令和２年の観光地点別観光客等入込客は延べ６７９，３９１人と新型コロナウイルス感

染症拡大の影響も相まって年々減少している状況にあるが、令和３年度は様々な観光施策により、

入込客数を伸ばしている状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：美郷町観光地点別入込客延べ人数調べ 

＜図 2-8 観光地点別入込客延べ人数の推移＞ 令和２年 観光地点別入込客のトップ 10 

出典：町ホームページ 

995,629
955,835 933,146 912,389

679,391

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

H28 H29 H30 R1 R2

順位 観光地点名 延べ人数
1 道の駅美郷 316,654
2 千畑温泉サン・アール 72,932
3 六郷温泉あったか山 70,387

4 湯とぴあ雁の里温泉 60,337

5 名水市場湧太郎 57,818
6 清水と森の里 20,371
7 ニテコ名水庵 17,510
8 学友館 15,771
9 山本公園ＰＧ・ＧＧ 14,902
10 宿泊交流館ワクアス 12,741
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２ 交通の現状 

  交通手段別の１日当たりの利用者数と利用率は、自家用車の利用率が８６％と圧倒的に高く、

次に自転車、鉄道、徒歩、乗合バスの順に利用している。 

また、自家用保有状況が１世帯あたり１．８台となっている。 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

自家用車,8,136

86%

自転車,613

7%

鉄道・電車,233

2%

徒歩だけ,204

2%

乗合バス,138

1%

不詳,56

1% その他,47

1% オートバイ,27

0%

出典：あきた 100 の指標（令和２年度版） 

出典：平成２２年国勢調査 

＜図 2-9 交通手段別の利用者割合＞ 

 

図 2-10 ＜自家用乗用車保有台数（1世帯当たり）＞ 

 

移動区分 移動手段
利用 
対象 

乗合バス 

鉄道 

タクシー 

乗合タクシー 町民 

スクールバス 町民 

自家用車 

自転車 

徒歩 

 

町内外への移動可能な 
公共交通 

個人での移動 

町内を運行する交通手段 

   

町の移動手段 

1.81 1.81

1.97

1.813 1.801

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

H28 H29 H30 R1 R2
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（１）乗合バスの現状 

  民間のバス路線は３路線５系統あり、隣接市を経由する広域バス路線として運行されてい

る。 

沿線住民の生活の交通手段の一つとして重要な役割を担っているが、自家用車の普及や少子

化に伴う通学者の減少などにより、利用者の減少傾向が続いている。 

 

〇横手・大曲線・・・国道１３号沿いに運行しており、通勤・通学・買物で利用され、他の

路線と比較すると利用は高い。 

 

〇角館・六郷線・・・高校を経由する系統があることから、学生の利用が利用増減を左右す

る。 

 

〇千屋線   ・・・主に通院、通学に利用されているが、利用状況は低く、運行便数を 

          減らす等の対策が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：羽後交通(株) 

 ＜図 2-11 乗合バスの輸送人数の推移＞ 

 

※運行年度（１０月～９月） 

H28 H29 H30 R1 R2

横手大曲（横手バスターミナル～大曲

バスターミナル）
127,059 130,480 141,267 123,218 94,592

横手大曲２（平鹿総合病院～大曲バ

スターミナル）
67,339 61,675 65,225 59,017 46,660

六郷１（角館営業所～六郷高校前） 14,137 12,799 14,499 15,404 13,589

六郷２（角館高校前～六郷高校前） 3,268 3,199 3,486 4,041 3,557

千屋（大曲バスターミナル～川口） 8,991 8,632 8,161 6,890 4,450

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

人



16 
 

出典：JR 東日本ホームページ 

＜図 2-13 スクールバスの利用者数の推移＞ 

 

（２）鉄道の現状 

南北にＪＲ奥羽本線が走り、町内にあるＪＲ飯詰駅とＪＲ後三年駅を拠点に、主に通勤や通

学、買い物等で利用されている。 

ここ数年は、１日あたりの平均通過人員は１，０００人台で推移しているが、減少傾向にあ

る。 

＜図 2-12 奥羽本線（新庄～大曲）の１日あたりの平均通過人員（５年毎）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）スクールバスの現状 

スクールバスを 15 台保有し、小中学校の児童生徒、幼稚園・保育園児を対象に、学校や園

まで運行している。 

小中学校の統廃合による遠距離通学対策として、スクールバス通学区域を拡大し運行統一基

準を設けて児童生徒及び園児を送迎しているほか、学校・園行事での移動でも活用されている。 

（通常１５台、冬期１６台） 

 

    

 

 

 

 

児童等の区分 利用の要件

園児（３歳以上） 通園路の片道距離が0.7㎞以上

小学生 通学路の片道距離が3.0㎞以上

中学生（通常利用） 通学路の片道距離が6.0㎞以上

中学生（冬期利用） 通学路の片道距離が4.0㎞以上

利用者の基準

※冬期利用は１１月から翌年３月まで

5,404

4,417

3,732

2,622
2,252

1,988 1,841

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1987年度 1992年度 1997年度 2002年度 2007年度 2012年度 2017年度

（人/日）

奥羽本線

（湯沢～大曲）

出典：町教育推進課資料 
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出典：町協議会資料 

（４）予約制乗合タクシーの現状 

乗合タクシーは、協議会が町内のタクシー事業者に運行を委託し、運行されている。 

交通空白地域の交通手段を確保し、町外へ移動する際には、鉄道や乗合バスにつなぐ交通網

の支線的役割を担っている。平成３０年以降、利用者数、便数がともに減となり、令和３年４

月に運行内容の見直しを行った。 

 

＜図 2-14 乗合タクシー運行便数、利用者数、乗車率の推移＞        （単位：便、人） 

 
 
                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
＜図 2-15 乗合タクシー登録者数、実利用者数の推移＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

運行便数 1,911 2,350 2,602 2,699 2,685 3,050 3,290 3,970 4,411 4,555 4,536 4,472

利用者数 2,338 3,073 3,648 3,977 4,012 4,943 5,249 5,845 6,511 6,357 6,190 5,883
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延べ登録者数 494 591 679 760 851 917 986 1,100 1,173 1,231 1,327 1,398

登録者 471 544 611 679 734 763 792 860 933 905 926 961

実利用者 144 171 216 207 217 236 261 311 321 281 297 273
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 拠点施設の利用状況について、令和２年度の運行状況においては商業施設、医療機関、温泉施設

の発着回数が５，１９１回と全体の８６％を占めている。また、商業施設の中でも、生活必需品の

買い物を目的とするスーパーマーケット（イオンスーパーセンター美郷店、アックス）の利用が９

０％を占めている。 

 
＜図 2-16 乗合タクシー拠点別発着回数（令和２年度実績）＞ 

 

 

 
 
 
 
 

所在地区 施設名称等
千畑地区
利用者

六郷地区
利用者

仙南地区
利用者

合計

仙南 イオンスーパーセンター美郷店 94 175 910 1,179
六郷 アックスフーズマート六郷店 318 531 63 912 ・・・ 商業施設 2,327
六郷 まっこいしゃ高橋醫院 360 200 50 610 ・・・ 医療機関 2,148
六郷 ⻲⾕医院 183 281 47 511 ・・・ 温泉施設 716
六郷 しんどう内科クリニック 151 127 37 315 ・・・ 公共施設等 491
六郷 六郷温泉あったか山 83 167 60 310 ・・・ 交通関係 279
仙南 雁の里温泉湯とぴあ 1 0 272 273 ・・・ 体育施設 64
仙南 仙南診療所 0 6 226 232
六郷 旧中央行政センター 132 71 25 228 千畑地区 443
六郷 千畑クリニック 146 24 0 170 六郷地区 3,518
六郷 名水市場湧太郎 102 42 15 159 仙南地区 2,064
仙南 ＪＲ飯詰駅 0 13 127 140
千畑 千畑温泉サン・アール 49 82 2 133
仙南 たかはし⻭科医院 0 0 129 129
千畑 千畑小前バス停 104 0 1 105
千畑 美郷町役場 63 35 3 101
六郷 富永⻭科医院 21 22 31 74
六郷 湧子ちゃん 0 63 1 64
六郷 小⻄⻭科医院 14 18 25 57
千畑 みさと福祉センター前 15 40 0 55
六郷 中央ふれあい館 3 25 17 45
仙南 南体育館 0 0 42 42
仙南 ＪＲ後三年駅 0 0 34 34
千畑 高山⻭科医院 28 0 0 28
六郷 学友館 13 14 0 27
千畑 武道館 7 0 11 18
六郷 岡⽥⻭科医院 2 11 0 13
仙南 道の駅美郷 0 0 13 13
六郷 保健センター 4 2 6 12
仙南 公⺠館 0 0 10 10
六郷 栗林外科医院 1 5 3 9
仙南 南ふれあい館 0 1 7 8
仙南 総合体育館リリオス 0 0 4 4
千畑 住⺠活動センター 2 0 0 2
六郷 みさとこども館 0 1 1 2
千畑 北ふれあい館 1 0 0 1
千畑 北体育館 0 0 0 0
六郷 中央体育館 0 0 0 0
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第３章 地域公共交通の課題と対応方針 

１ 地域公共交通網形成計画の検証 

 

平成２７年度に策定した美郷町地域公共交通網形成計画では、「地域の交流を担う地域公共交通

の構築」を基本方針とし、基本方針のもと３つの目標を掲げ、６つの施策に取り組んできた。 

各施策について、取り組み結果等の検証は２０ページから２７ページのとおりである。 

 

目標１ 地域の交流を支える公共交通システムの維持と構築  

施策 1 利用ニーズに応じた適正な運行形態の検証 

施策 2 予約制乗合タクシーの拠点及び乗降所等の検証 

     

 

目標２ 地域の交流をつなぐ交通手段の連携強化       

施策 3 公共交通機関との連携による利用の創出 

施策 4 観光施設等へのアクセスの検討 

   

 

目標３ 地域の交流を促進するわかりやすい情報提供     

施策 5 公共交通を利用するきっかけとなる情報発信 

施策 6 身近にある運行ガイドの作成 
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目標１ 地域の交流を支える公共交通システムの維持と構築 

施策 1 利用ニーズに応じた適正な運行形態の検証           

【美郷地域公共交通網形成計画での目的】 

町内を走る乗合バス、鉄道へ繋ぐ役割の乗合タクシーの利用状況について、（利用者・高齢者・

中高生など）調査し、運行状況の適正化や利便性の向上について検討する。 

乗合タクシーの拠点施設やイベントを行う施設等の接続状況や利用状況を調査するほか、町の

観光・交流等施策との調整を行い、利用者が積極的に行事等に参加し交流するための地域間交通

システムの維持・発展を図る。 

【事業内容】 

１．交通事業者との協力により、公共交通機関の利用状況の把握に努める。  

２．乗合タクシーの運行形態等の変更を行った場合は、１年間を試験運行期間とし、交通事

業者と詳細に検証し、改善が必要な場合は、その対応について協議する。  

３．利用者アンケートや聞き取りなどの意向調査を実施する。 

調査結果を踏まえ、改善策について検討する。 

【取り組みの結果と今後の課題】 

１．乗合タクシーについては、平成２９年度まで年々利用が増加していたが、平成３０年度以降、

運行便数、利用者数共に減少に転じている。（１７ページ、図２－１３） 

その原因として、千畑地区の利用が大きく減少していることが挙げられる。千畑地区の実利用者

は、平成２８年度に１６６人とピークを迎えたが、令和２年度には１０３人と大きく減少してい

る。それに伴い運行便数、利用者数も平成３０年以降減となっている。（２２ページ、図３－１

～３－４） 

 六郷・仙南地区の実利用者、利用実績ともに年々増えているが、人口推計によると令和２年度

以降６５歳以上人口が減少に転じることから、今後減少することが考えられる。 

 拠点施設の利用状況に関しては、生活必需品の買い物、医療機関の受診、温泉施設の利用が全

体の８６％を占めており、行事等への乗合タクシーの利用は少ない状況にある。 

これらのことを踏まえ、令和３年度から運行内容を見直し、利用料金の改定と併せて、１日あ

たりの運行便数の増加と土曜運行を導入し、利便性の向上を図った。 

２．運行内容の見直しは、平成２８年度以降３回行い、見直し後の運行状況等について、交通事

業者と適宜確認し、対応している。 

３．利用者アンケートはこれまで４回実施（平成２０年、平成２２年、平成２６年、平成２８年）

し、利用者の意向に大きな変化が見られなかったことから、平成２９年度以降は実施していない。

なお、令和３年度からの運行内容の見直しにあたり、過去の利用者アンケートの結果を踏まえた。 

 

今後は、見直し後の実績を検証するとともに、利用の多い拠点施設であるスーパー、医療機関、

温泉施設や、交通事業者と連携を取りながら制度の周知を図り、実利用者の増加を推進していく

必要がある。 

また、利用者の意向等の把握についても、必要に応じて検討していく必要がある。 
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【運行内容の見直し（令和３年４月１日導入）】 

 従前の内容 変更内容 

運行エリア 町内全域運行 町内全域運行 

利用料金 利用地区ごとに利用料を設定 

３００円、４００円、６００円 

全地区一律４００円 

運行ダイヤ 全地区 １日９便 全地区 １日１０便 

土日運行 なし 土曜運行（午前４便） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真）予約制乗合タクシーパンフレット 
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＜図 3-1 乗合タクシー地区ごとの登録者数の推移＞         （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 3-2 乗合タクシー地区ごとの実利用者数の推移＞            （単位：人） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

＜図 3-3 乗合タクシー地区ごとの運行便数の推移＞             （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 3-4 乗合タクシー地区ごとの利用者数の推移＞             （単位：人） 
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施策２ 予約制乗合タクシーの拠点及び乗降所の検証            

【美郷地域公共交通網形成計画での目的】 

乗合タクシーは、目的地とされる拠点を１７箇所、その拠点周辺から５００ｍ以内にある

公共施設や医療機関等を乗降可能な場所として２２箇所、利用登録者が自宅付近で乗り降り

する場所を地域の乗降所（拠点含む）として、３０２箇所を指定している。 

 拠点等について、利用状況やニーズに応じて検証する。 

また、地域の乗降所について、乗合タクシーの運行開始から５年以上経過していることか

ら、乗降場所として、安全性の確保ができているか、他の乗降場所と比べて、自宅からの距

離が離れていて著しく不便ではないか等、周囲の状況等から検証する。 

                         ※拠点数は平成２８年１月末時点 

【事業内容】 

１．利用データや、乗合タクシー運行事業者とともに検証を実施する。 

【拠点等】現在の利用状況等を踏まえ検証し、その結果、必要な場合は見直しする。 

【地域の乗降所】乗降場所の設置条件を検討し、安全性等を考慮しながら、地域の乗降

所の指定の見直しを行う。 

２．見直し後は、新規又は変更となる拠点等の関係者への説明及び設置の協議を行う。 

３．利用者への周知・説明を実施し検証する。 

【取り組みの結果と今後の課題】 

１．これまで実施した利用者アンケートや日常の問い合わせ等で、拠点・乗降所に関する要望が

多くあることから、令和３年度からの運行内容の見直しにあたり、拠点・乗降所の再設定を検証

した。 

しかし、要望が多い乗降所の増設や戸口運行を行うことは、本来のタクシー事業と重なる部分

が多く、民業圧迫につながることから見送ることとした。 

ただし、基準としている自宅から４００ｍ以内に乗降所がない新規登録者に関しては、新たに

乗降所を設置することで利便性の向上を図っている。 

２及び３．上記の乗降所を新設した場合は、関係者への説明・協議及び利用者への説明を行った。 

  

今後も、各拠点及び乗降所の利用状況等を踏まえながら、必要に応じて見直しを行い、利便性

の向上を図る必要がある。 
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目標２ 地域の交流をつなぐ交通手段の連携強化 

施策３ 公共交通機関との連携による利用の創出            

【美郷地域公共交通網形成計画での目的】 

交通事業者との相互連携により、運行ダイヤを調整することにより、利用者の動向などか

ら乗り継ぎしやすさを図る。 

 また、公共交通による移動手段を確保し、商工関係者等と協力し、近くて便利な商店街へ

の利用機会を創出する。 

 さらに、乗合バスや鉄道の通過する近隣市と、情報交換を行いながら、将来の公共交通に

ついて、問題意識を共有する。 

【事業内容】 

１．ダイヤ改正等の情報を共有し、各交通機関を乗り継ぎ利用しやすい環境に努める。 

２．交通事業者、商工関係者、近隣市の交通担当との情報交換を年１回以上行い、互いの状

況等を踏まえながら、利用創出を図る。 

【取り組みの結果と今後の課題】 

１．他交通機関への乗り継ぎについては、乗合タクシーを利用した駅やバス停など交通関係

の拠点での発着は令和２年度実績で２７９回であり、全体の４．６％と低い利用率である。

ただし、登録者の町外への移動手段として一定の利用があるため、引き続き利用動向の分析

及び交通事業者等との情報交換を行いながら内容を検討する。 

２．美郷町地域公共交通活性化再生協議会の年２回の開催や秋田県地域公共交通活性化協議

会地域部会等を通して関係者と情報交換を行った。 

  

今後も、関係者と適宜情報交換するなど連携して、公共交通の利用創出を図る必要がある。 
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施策４ 観光施設等へのアクセスの検討             

【美郷地域公共交通網形成計画での目的】 

観光施設等の中で、乗合バスの路線上にない、又は、乗合タクシーの乗降可能な拠点等（目

的地）として指定されていない観光施設等がある。 

そのため、住民が観光施設等で開催されるイベント等に気軽に参加できる状況であるとは

いえない。お出かけの機会を創出するためには、観光施設等の利用状況やニーズを把握し、

乗合タクシーの乗降可能な拠点等（目的地）とする等の検討をする。 

 

【事業内容】 

１．乗降可能な拠点等（目的地）として指定されていない観光施設等の利用状況やイベント

の開催状況を把握し、新たに乗降可能な拠点等（目的地）として指定可能等を関係機関と

協議する。 

２．拠点等として追加された観光施設等は、住民へ周知するとともに、試験運行期間を設け、

利用状況等の調査・検証を行う。 

【取り組みの結果と今後の課題】 

１及び２．利用者アンケートや利用者からの問い合わせにおいて、観光施設へのアクセスに

関する要望がなく、検討及び協議を見送った。 

 

今後は、乗合タクシーに限らず、公共交通全体として、二次交通のあり方を検討する必要

がある。 
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目標３ 地域の交流を促進するわかりやすい情報提供 

施策５ 公共交通を利用するきっかけとなる情報発信            

【美郷地域公共交通網形成計画での目的】 

自家用車を利用する機会が多く、乗合バスや鉄道、乗合タクシーの認知度が低いことから、

公共交通機関に関する情報提供を行い利用促進に結びつける施策を実施する。 

【事業内容】 

1.町広報やホームページへの掲載を継続し行う。 

2.児童・学生向け等の公共交通利用の啓発活動を実施する。 

3.必要に応じ、イベント等で公共交通について情報提供を実施する。 

【取り組みの結果と今後の課題】 

1.町広報・ホームページに、乗合タクシーの登録や利用啓発にかかる情報を継続して掲載し

た。 

2.児童や学生向け等の公共交通利用の啓発活動については行っていない。 

3.平成２８年から美郷フェスタや敬老会の会場で、乗合タクシーの登録や利用にかかる啓発

活動を毎年行っている。 

以上のような活動を行い、登録者数についてはその年によって差があるものの、７０人前

後で推移している。（図３－５） 

 

今後は、利用の多い拠点施設と連携を取りながら、実利用者の増加に繋がるような周知活

動を検討していく必要がある。 

 

 

＜図 3-5 乗合タクシー地区ごとの新規登録者の推移＞             （単位：人）             
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施策６ 身近にある運行ガイドの作成             

【美郷地域公共交通網形成計画での目的】 

現在、発行している乗合タクシーの運行ガイドはＡ４サイズであり、見やすいが、鞄に入

れて活用するには大きすぎる。そのため、見やすい、活用しやすい運行ガイド等の検討を行

い、作成することにより、利便性の向上を図る。 

【事業内容】 

１．見やすい、分かりやすい、持ち歩きやすいを考慮した運行ガイドを検討する。 

２．運行ガイドを作成、発行し、利用しやすさの検証を行う。 

【現状と今後の課題】 

１及び２．交通事業者との情報交換等の結果、乗合タクシーのパンフレットを持ち運びする

必要性がなく、利用者からの要望もないため、見送った。 

 

◆計画の達成状況 

 

     項 目 

平成２６年度 

実績等 

平成３３年度 

数値目標・ 

活動指標 

令和２年度 

実績等 

目標 1）地域の交流を支える公共交通システムの維持と構築 

 

予約制乗合タクシーの運行率 46％ 55％ 68% 

予約制乗合タクシーの１便あたりの

乗車率 
1.6 人/便 2.0 人/便 1.3 人/便 

目標２) 地域の交流をつなぐ交通手段の連携強化 

 
交通事業者等との情報交換・意見交

換の実施 
－ １回以上/年 １回以上/年 

目標３）地域の交流を促進するわかりやすい情報提供 

 
公共交通に関する情報提供活動の実

施 
－ 

計画期間中 

10 回 

計画期間中 

28 回 
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２ 今後の課題 

 

 

 

 

①予約制乗合タクシーの利用促進 

 平成 21 年に交通空白地域の交通手段の確保のため導入された乗合タクシーは、バス路線が廃

止された区域を含め、町全域を運行できる地域公共交通であり、交通空白地の解消に大きく寄与

している。 

しかし、利用登録者数は増加傾向にあるものの、平成３０年以降、実利用者は減少傾向にあり、

それに伴い乗合タクシーの運行率、利用者数も減少している。 

秋田県の６５歳以上の運転免許保有率（令和２年１２月末時点）は約５３％であるため、美郷

町の６５歳以上の運転免許非保有者（実利用者となり得る乗合タクシーの想定顧客層）は約３，

５００人と推測でき、現在の６５歳以上の登録者は８８１人であることから、さらなる需要が見

込めるものと考えられる。 

今後は、こうした状況を踏まえながら、予約制乗合タクシーの利用登録者の増加につながる取

り組みを検討する必要がある。 

②交通弱者に配慮した新たな支援の創設 

 乗合タクシーの利用者の利便性向上を図るため、利用者アンケートの検証や事業者との協議を

経て、令和３年度に利用者料金一律化、増便、土曜運行などの制度改正を行った。 

 乗合タクシーの制度内で、利用者ニーズ等に対応するこれ以上の利便性の向上は、民間タクシ

ー事業との差異がなくなり、民業圧迫につながる可能性がある。 

今後は、乗合タクシーの現行制度での運行を継続するとともに、交通弱者の移動の負担や軽減

につながる新たな支援策を検討する必要がある。 

③乗合バス路線の維持 

 乗合バスは民間事業者が３路線５系統で運行しており、大仙市、横手市など他市への移動手段

として重要な位置づけにある。 

 しかし、少子化等の影響から利用者の減少が続いており、令和３年度実績において千屋線の平

均乗車率が１．０人を切り、県の補助対象外となった。 

今後は、利用者の増加など路線維持につながる取り組みを検討する必要がある。 

④観光地への二次アクセス体制の構築 

 平成３１年度に策定された「美郷町観光振興計画」では、体験型・滞在型観光の推進策とし

て、アウトドアアクティビティの導入を計画しており、その一環として観光客の受け入れ態勢の

構築を方針の一つとしている。 

現状では、町の中心地以外の観光地へのアクセスは自家用車か乗用タクシーのみで、観光客の

町内での移動手段が限られている。 

今後は、町内での二次アクセス体制の構築を検討する必要がある。 
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第４章 基本的な方針と計画の目標 

１ 基本的な方針 

 

  

 

 

   

  

 ＜基本的な方針の考え方＞ 

 

・少子高齢化が進展し人口が減少していくなかで、運転免許証の返納者も含め、自家用

車の運転ができない高齢者等が日常生活での移動手段の一つとして、公共交通は欠かせ

ないものとなっている。 

区域型のデマンド交通である乗合タクシーの導入により、美郷町全域で公共交通が運

行されており、実情や要望を踏まえた制度改正をこれまで５回行い、利便性の向上に努

めてきている。その結果、「運転ができない高齢者等」の利用が年間約４，５００便、延

べ約６，０００人の利用となっている。一方で、自宅から乗降所までの距離に個人差が

あることや、運行時間が定められているなどの課題がある。これらの課題は、乗合タク

シーに限らず、地域公共交通全体の観点から改善策を検討する必要がある。 

・「美郷町観光振興計画」で計画されているアウトドアアクティビティのフィールドは、

鉄道やバスの路線から離れた場所にあり、町内での二次アクセス体制を構築する必要が

ある。 

 

→交通事業者・住民・町の協力と連携により、上記の課題の改善を行うことで地域公

共交通の利用を増やし、住民が快適で使いやすく、町に賑わいと活力が生まれるような

公共交通ネットワークを構築する。 

 
 

 

 

 

 

（基本的な方針） 

地域公共交通による移動・交流する機会の更なる創出 
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２ 計画の達成目標 

 

本計画に基づく施策の実施による令和８年度の達成目標を、次のとおり設定する。 

 

     項 目 
令和２年度 

実績等 

令和８年度 

数値目標・活動指標 

設定根拠等 

目標 1 交通弱者支援の検討 

 

予約制乗合タクシーの 

運行率 
68％ 70％ 

過去の実績等か

ら設定 

予約制乗合タクシーの 

実利用者数 
273 人 300 人 

目標２ 現在の公共交通の維持 

 
既存公共交通の新たな利

用促進策の検討 
― 1 種類  

目標３ 観光地への二次アクセス体制の構築 

 
新たな送迎システムの 

検討 
― １種類 
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第５章 目標達成のための施策 

 

第４章で掲げた基本的な方針に基づき実施する施策は、次のとおりとする。 

 

目標１ 交通弱者支援の検討  

施策 1 乗合タクシーの適正な運行 

施策 2 新たな交通弱者支援策の検討 

     

目標２ 現在の公共交通の維持  

施策 3 既存公共交通の利用促進策の検討 

施策 4 「秋田県地域公共交通トップが乗って応援 Day」の実施 

 

目標３ 観光地への二次アクセス体制の構築  

施策 5 観光施設等へのアクセスの検討 
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目標１ 交通弱者支援の検討 

施策１ 乗合タクシーの適正な運行 実施主体 町、協議会、交通事業者 

目 的 

乗合タクシーを運行し、利用状況について調査のうえ、適正に運行する。 

実利用者が減少傾向にあるため、新規利用登録者の勧誘と併せて周知方法を見直すな

ど、実利用者数の維持・増加を図る。 

事 業 

内 容 

１．交通事業者との協力により、適正な運行と利用状況の把握に努める。  

２．乗合タクシーの運行形態等の変更を行った場合は、１年間を試験運行期間とし、交通

事業者と詳細に検証し、改善が必要な場合は、その対応について協議する。  

３．利用者アンケートや聞き取りなどの意向調査を必要に応じて実施し、調査結果を踏ま

え、対応を検討する。 

４．周知方法の見直し 

事 業 

期 間 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

     

     

乗合タクシーの事業内容 実施主体 

事  業 予約制乗合タクシー運行事業 協議会 

対 象 町民  

運 行 実 施 

区    域 
町内全域 

千屋タクシー 
美郷観光タクシー 
黒銀タクシー 
（以下「タクシー事業者」） 

運 行 日 ・

運 行 便 数 

１日 各地区１０便以内(予約がない場合は運休) 

ただし日曜日、祝祭日、年末年始(１２月２９日～１月３日)を除いた日 

協議会 

 

拠 点 等 ・ 

乗降可能区域・ 

乗 降 所 

拠点（バス停、駅、公共施設、温泉、商店街等） 
乗降可能区域(拠点周辺の 500ｍ以内の区域内にある公共施設、医療機関等) 

地域の乗降所  

協議会 

関係施設 

運 行 形 態 
・地域の乗降所から拠点及び乗降可能区域まで町内全域の運行 

・事前登録による予約制 

協議会 

タクシー事業者 

車   両 タクシー事業者所有の車両（４人乗り） タクシー事業者 

利 用 料 金 一律４００円 
協議会 

タクシー事業者 

利 用 登 録 利用者の事前登録、利用登録証の発行 協議会 

予   約 予約受付 タクシー事業者 

3.4 意向調査の実施、周知方法の見直し 

1.2.公共交通機関の利用状況の把握と検証 
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施策２ 新たな交通弱者支援策の検討 実施主体 
町、協議会、交通事

業者 

目 的 

 

高齢者、運転免許返納者など交通弱者の移動の負担軽減を図るため、新たな支

援策の実施を検討する。 

事 業 

内 容 

１．高齢者等への福祉施策の現状を把握する。 

２．上記１を踏まえて、交通弱者への新たな支援策を検討する。 

３．新たな支援策の実施 

事 業 

期 間 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.現状把握調査 

2.支援策の検討 

3.新たな施策の実施 
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目標２ 現在の公共交通の維持 

施策３ 既存公共交通の利用促進策の検討 実施主体 
町、協議会、交通事

業者 

目 的 

 

路線バス、鉄道、タクシー事業者などの公共交通の利用者が減少しており、公共交通の

維持が厳しい状況になることが予想される。 

利用者の経済的不安を軽減し、既存公共交通の利用促進に結びつける施策を検討する。 

事 業 

内 容 

１．交通事業者との協議、近隣事例の調査を行う。 

２．上記 1を踏まえバス、鉄道、タクシー事業の利用促進のための施策について検討する。 

 

事 業 

期 間 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

   

 

 

  

 

 

 

 

施策４ 「秋田県地域公共交通トップが乗って応援 Day の実施 実施主体 
県、町、運輸局、協議会、

交通事業者 

目 的 

 

地域公共交通の維持・確保を呼びかける立場の行政や交通事業者のトップ及び職員が積極的

に地域公共交通を利用し、それをアピールすることで、地域公共交通利用に関する町民意識の

醸成を図る。 

事 業 

内 容 

１．毎年 10 月第 4週の金曜日（仮）において、町長、交通事業者の代表等が公共交通を利用し、

ＰＲを行う。 

２．当該取り組みの実施効果を高めるため、関連するイベントの実施を検討する。 

 

事 業 

期 間 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和 8年度 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

１.トップが乗って応援 Day の実施

2.関連イベントの検討 

１.交通事業者との協議、調査

2.施策の検討 



36 
 

目標３ 観光地への二次アクセス体制の構築  

施策５ 観光施設等へのアクセスの検討 実施主体 
町、交通事業者、観

光事業者 

目 的 

 

平成３１年度に策定された「美郷町観光振興計画」では、アウトドアアクティビティの

導入を計画しており、その一環として観光客の受け入れ態勢の構築を方針の一つとしてい

る。 

鉄道やバス路線から離れた場所にある観光施設等へのアクセスは自家用車か乗用タク

シーに限られるため、町内での二次アクセス体制の構築を検討する。 

事 業 

内 容 

１．送迎バス、送迎タクシー、巡回タクシー等の導入及び活用について、交通事業者や観

光事業者と協議する。 

２．協議を踏まえて、二次アクセス体制の構築について検討する。 

 

事 業 

期 間 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.交通事業者、観光事業者との協議 

2.検討 
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第６章 計画の達成状況の評価 

１ 計画の進行管理 

◆ＰＤＣＡ サイクルによる、計画の進捗管理を実施する。 

この計画に基づく今後の取り組みについて、状況調査や住民意向を把握しながら、計画的に取

り組んでいくことが必要である。また、事業の進捗状況や社会情勢等の動向にも注視し、必要に

応じて計画を見直すなど、柔軟な対応をとることも重要である。 

そのためには、交通事業者、住民、行政等の関係者が相互の視点から、事業の具体化や実施に

おける進捗状況の確認、情報交換等を行う体制・仕組みの構築が必要であることから「美郷町地

域公共交通活性化再生協議会」において、計画の進捗管理を実施する。 

 

 

<ＰＤＣＡサイクルのイメージ> 
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２ 計画の推進体制 

 

◆事業者、住民、行政がそれぞれの役割を把握・実行し、検証する。 

 

持続可能な公共交通体系を構築していくためには、交通事業者の取組みだけでは困難であり、

交通事業者、住民、行政等が主体性をもって各々の責務を全うするために、役割分担の明確化が

重要となる。 

また、 公共交通を確保していくため、それぞれがパートナーとして連携し、現状を把握し、

検証することが、各施策を継続するうえで重要である。 

 

 

 

 


